
　〇…６月の改選で県議と

なり、初の県議会に臨んだ

喜屋武力氏（沖縄自民・無

所属の会）。一般質問冒頭

で、同級生だった玉城デニ

ー知事に「力が遅れて県政

にやってきたという顔をし

ている」と冗談を飛ばして

議場を和ませたのもつかの間、早速、道路

行政や教育など多岐にわたる分野で追及を

重ねた。県民のくらし向上へ、掲げたモッ

トーは「県民に優しく、執行部には厳しく」。

県議の使命は県政の監視。同級生に手心を

加えるつもりは毛頭なし。

相次ぐ事件を受け、街中をパトロールする米海兵隊
員＝７月、金武町（米軍サイト「ｄｖｉｄｓ」より）

　
�
日
に
投
開
票
さ
れ
た
那

覇
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙
の

当
選
証
書
付
与
式
が
�
日
、

那
覇
市
役
所
で
あ
っ
た
＝
写

真
。
当
選
者
７
人
に
証
書
を

手
渡
し
た
市
選
挙
管
理
委
員

会
の
前
原
常
雄
委
員
長
は

「
市
民
の
代
表
と
し
て
市
政

発
展
の
一
翼
を
担
う
こ
と
を

祈
る
」
と
激
励
し
た
。

　
ト
ッ
プ
当
選
を
果
た
し
た

坂
井
浩
二
氏
（�
）は
「
気
持

ち
新
た
に
市
民
生
活
の
向
上

に
努
め
た
い
」
と
語
っ
た
。

初
当
選
の
上
原
ゆ
い
な
氏

（�
）は
「
選
挙
で
掲
げ
た
公

約
実
現
に
向
け
て
す
ぐ
に
で

も
動
き
出
す
」
と
意
気
込

み
、
喜
屋
武
幸
容
氏
（�
）は

「
期
待
す
る
市
民
の
た
め
、

一
生
懸
命
取
り
組
み
た
い
」

と
語
っ
た
。
（
嘉
陽
拓
也
）

　
【
東
京
】
与
那
国
町
議
会

の
大
宜
見
浩
利
副
議
長
ら
は

�
日
、
内
閣
府
や
防
衛
省
、

国
土
交
通
省
を
訪
れ
て
与
那

国
空
港
の
延
長
や
新
し
い
港

湾
の
造
成
を
要
請
し
た
＝
写

真
。
自
衛
隊
や
海
上
保
安
庁

の
利
用
円
滑
化
を
前
提
に
整

備
や
強
化
を
進
め
る
「
特
定

利
用
空
港
・
港
湾
」
に
指
定

す
る
よ
う
求
め
て
い
る
。
町

議
会
が
６
月
に
賛
成
多
数
で

可
決
し
た
意
見
書
を
手
渡
し

た
。

　
要
請
は
冒
頭
を
除
い
て
非

公
開
だ
っ
た
。
取
材
に
応
じ

た
嵩
西
茂
則
町
議
に
よ
る

と
、
政
府
側
の
対
応
者
か
ら

は
、
特
定
利
用
空
港
・
港
湾

に
指
定
す
る
に
は
県
を
説
得

す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
認

識
が
共
通
し
て
示
さ
れ
た
。

嵩
西
町
議
は
要
請
の
場
で
、

国
直
轄
に
よ
っ
て
港
湾
を
整

備
す
る
こ
と
を
求
め
た
と
い

う
。
町
が
島
南
側
の
比
川
に

計
画
し
て
い
る
新
港
が
念
頭

に
あ
る
。

　
内
閣
府
で
意
見
書
を
受
け

取
っ
た
自
見
英
子
沖
縄
担
当

相
は
「
関
係
省
庁
に
し
っ
か

り
要
望
を
伝
え
る
」
と
答
え

た
。
防
衛
省
で
は
松
本
尚
政

務
官
が
「
し
っ
か
り
と
受
け

止
め
て
適
切
に
対
応
し
た

い
」
と
述
べ
た
。
国
交
省
で

は
国
場
幸
之
助
副
大
臣
が
対

応
し
た
。
町
議
会
は
今
後
、

県
に
も
同
様
の
要
請
に
訪
れ

る
予
定
。

（
明
真
南
斗
、
嘉
数
陽
）

　
【
東
京
】
自
見
英
子
沖
縄

担
当
相
は
�
日
の
記
者
会
見

で
、
太
平
洋
戦
争
中
に
疎
開

す
る
児
童
ら
を
乗
せ
、
米
潜

水
艦
の
魚
雷
攻
撃
を
受
け
て

沈
没
し
た
対
馬
丸
の
水
中
再

調
査
の
実
施
に
前
向
き
な
姿

勢
を
示
し
た
。
来
月
末
頃
に

ま
と
め
る
、
２
０
２
５
年
度

沖
縄
関
係
予
算
の
概
算
要
求

へ
の
計
上
に
向
け
て
「
国
と

し
て
必
要
な
支
援
が
で
き
る

よ
う
に
調
整
を
し
て
い
く
」

と
述
べ
た
。

　
自
見
氏
は
「
対
馬
丸
の
現

在
の
姿
の
撮
影
や
遺
品
収
集

が
で
き
れ
ば
対
馬
丸
記
念
館

の
質
を
高
め
る
こ
と
に
つ
な

が
る
」
と
述
べ
、
遺
族
ら
が

求
め
て
い
る
遺
品
収
集
に
も

前
向
き
な
姿
勢
を
示
し
た
。

　
対
馬
丸
は
１
９
９
７
年
に

位
置
確
認
調
査
が
実
施
さ
れ

た
。
今
月
�
日
に
は
対
馬
丸

記
念
会
の
�
良
政
勝
理
事
長

ら
が
内
閣
府
を
訪
れ
、
水
中

調
査
の
実
施
な
ど
を
要
請
し

て
い
た
。

　
自
見
氏
は
会
見
で
、
沖
縄

担
当
相
に
着
任
後
、
初
め
て

対
馬
丸
記
念
館
を
訪
れ
た
際

に
「
一
目
で
も
、
ど
う
い
う

状
況
に
な
っ
て
い
る
の
か
見

た
い
と
い
う
（
遺
族
ら
の
）

切
実
な
お
話
も
聞
い
た
」
と

述
べ
た
。
対
馬
丸
事
件
の
記

憶
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く

継
承
す
る
こ
と
は
「
沖
縄
担

当
大
臣
を
し
て
い
る
私
の
責

務
」
と
語
っ
た
。（

嘉
数
陽
）

　
陸
上
自
衛
隊
西
部
方
面
総

監
に
就
い
た
荒
井
正
芳
陸
将

＝
写
真
左
＝
は
�
日
、
就
任

あ
い
さ
つ
で
県
庁
を
訪
れ
、

玉
城
デ
ニ
ー
知
事
と
面
談
し

た
。
玉
城
知
事
は
県
内
で
の

自
衛
隊
基
地
整
備
と
い
っ
た

防
衛
力
強
化
に
当
た
っ
て
は

地
域
住
民
へ
の
丁
寧
な
説
明

と
情
報
共
有
を
求
め
た
。

　
荒
井
氏
は
「
懸
念
に
つ
い

て
は
十
分
承
知
し
て
い
る
。

防
衛
省
、
防
衛
局
だ
け
で
な

く
、
西
部
方
面
隊
、
�
旅

団
、
地
方
協
力
本
部
、
全
隊

員
が
丁
寧
に
や
っ
て
い
く
の

は
極
め
て
重
要
だ
」
と
理
解

を
示
し
た
上
で
、
自
衛
隊
の

活
動
に
協
力
を
求
め
た
。

　
荒
井
氏
は
昨
年
４
月
に
宮

古
島
沖
で
発
生
し
た
Ｕ
Ｈ
�

Ｊ
Ａ
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
事
故
に

当
た
っ
て
の
県
の
協
力
に
謝

意
を
伝
え
た
。
（知
念
征
尚
）

　
相
次
ぐ
米
兵
性
的
暴
行
事
件
を
受
け
、
在
日
米
軍
司
令
官
の
リ
ッ
キ

ー
・
ラ
ッ
プ
中
将
が
�
日
に
発
表
し
た
声
明
が
波
紋
を
呼
ん
で
い
る
。

在
日
米
軍
指
導
層
や
県
、
地
域
住
民
に
よ
る
新
た
な
協
議
の
枠
組
み

「
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
創
設
す
る
考
え
を
示
し
た
が
、
構
成
員
に
挙
げ
ら

れ
た
県
に
は
、
�
日
も
詳
細
は
伝
え
ら
れ
な
い
ま
ま
だ
。
事
件
事
故
の

再
発
防
止
に
向
け
た
既
存
の
枠
組
み
が
活
用
さ
れ
な
い
中
、
新
た
に
米

側
が
打
ち
出
し
た
地
元
警
察
と
の
共
同
パ
ト
ロ
ー
ル
実
施
に
つ
い
て

も
、
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
と
な
る
県
警
側
に
は
、
逮
捕
時
の
身
柄
が
米

側
に
奪
わ
れ
か
ね
な
い
と
の
警
戒
感
が
横
た
わ
り
、
先
行
き
は
不
透
明

だ
。

（
１
面
に
関
連
）

　
【
東
京
】
相
次
い
で
発
覚

し
た
米
兵
性
的
暴
行
事
件
を

受
け
、
上
川
陽
子
外
相
は
�

日
の
記
者
会
見
で
、
�
日
に

国
内
で
開
催
さ
れ
る
日
米
の

外
務
・
防
衛
担
当
閣
僚
に
よ

る
安
全
保
障
協
議
委
員
会

（
２
プ
ラ
ス
２
）
で
も
、
再

発
防
止
策
の
着
実
な
実
施
を

働
き
か
け
る
考
え
を
示
し

た
。

　
在
日
米
軍
司
令
部
が
県
や

地
域
住
民
を
含
め
た
意
見
交

換
を
行
う
「
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

創
設
を
表
明
し
た
こ
と
に
つ

い
て
、
林
芳
正
官
房
長
官
は

�
日
の
記
者
会
見
で
「
地
元

と
の
建
設
的
な
議
論
が
行
わ

れ
る
よ
う
に
、
政
府
と
し
て

も
全
面
的
に
協
力
し
て
い

く
」
と
述
べ
た
。
林
氏
は
、

米
軍
人
や
軍
属
に
よ
る
事

件
、
事
故
の
防
止
を
含
め
た

「
日
米
の
共
通
の
目
標
」
の

実
現
を
目
指
す
と
説
明
し

た
。
「
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
具

体
的
な
メ
ン
バ
ー
や
議
題
な

ど
は
現
時
点
で
決
ま
っ
て
い

な
い
。
創
設
に
つ
い
て
は

「
米
側
の
真
剣
な
姿
勢
の
表

れ
だ
」
と
評
価
し
た
。

　
�
日
に
は
参
院
外
交
防
衛

委
員
会
の
理
事
懇
談
会
も
開

か
れ
、
相
次
ぐ
米
兵
性
的
暴

行
事
件
に
つ
い
て
も
議
題
と

な
っ
た
。
�
日
に
閉
会
中
審

査
を
開
く
こ
と
を
決
め
た
。

理
事
懇
の
後
、
取
材
に
応
じ

た
立
憲
民
主
党
の
小
西
洋
之

氏
に
よ
る
と
、
１
９
９
７
年

に
合
意
し
た
通
報
手
続
き
に

反
し
て
米
側
が
日
本
側
に
通

報
し
て
い
な
い
と
の
指
摘
に

対
し
、
外
務
省
や
防
衛
省
は

米
側
に
抗
議
し
な
い
意
向
を

示
し
た
。
小
西
氏
は
「
こ
れ

だ
と
再
発
防
止
が
で
き
な

い
」
と
語
っ
た
。

　
外
務
省
は
本
紙
の
取
材
に

「
日
米
当
局
間
で
速
や
か
に

情
報
を
共
有
し
て
対
応
を
取

る
と
い
う
趣
旨
、
目
的
は
達

成
さ
れ
て
い
た
」
と
述
べ

た
。（

嘉
数
陽
、
明
真
南
斗
）

　
米
軍
関
係
者
に
よ
る
事
件

防
止
を
図
る
枠
組
み
と
し
て

は
「
米
軍
人
・
軍
属
等
に
よ

る
事
件
・
事
故
防
止
の
た
め

の
協
力
ワ
ー
キ
ン
グ
・
チ
ー

ム
」
（
Ｃ
Ｗ
Ｔ
）
が
あ
る
。

外
務
省
沖
縄
事
務
所
が
事
務

局
を
務
め
、
米
軍
や
在
沖
米

総
領
事
、
県
、
市
町
村
、
沖

縄
防
衛
局
な
ど
が
構
成
員
と

な
る
。
お
お
む
ね
毎
年
開
か

れ
て
い
た
が
、
２
０
１
７
年

を
最
後
に
途
絶
え
た
。
県
は

早
期
開
催
を
呼
び
か
け
て
き

た
が
、
関
係
者
に
よ
る
と
、

米
側
の
都
合
で
開
催
が
か
な

っ
て
い
な
い
。

　
今
回
米
軍
が
創
設
す
る
と

し
た
「
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に
つ

い
て
は
構
成
や
議
題
、
時
期

な
ど
も
未
定
だ
。
県
に
も
詳

細
は
伝
え
ら
れ
て
い
な
い

が
、
日
本
政
府
と
米
軍
は
や

り
と
り
を
し
て
い
る
と
い

う
。

　
外
務
省
は
「
米
軍
と
話
し

て
い
る
が
、
詳
細
に
つ
い
て

は
今
後
詰
め
て
い
く
」
と
答

え
た
。
Ｃ
Ｗ
Ｔ
と
の
違
い
に

つ
い
は
「
現
時
点
で
決
ま
っ

て
い
る
こ
と
は
な
い
」
と
述

べ
る
に
と
ど
め
た
。
た
だ
、

Ｃ
Ｗ
Ｔ
と
は
別
の
枠
組
み
を

つ
く
る
こ
と
だ
け
が
決
ま
っ

て
い
る
。
米
軍
と
し
て
Ｃ
Ｗ

Ｔ
を
回
避
し
た
い
事
情
が
あ

る
可
能
性
も
浮
か
ぶ
。

　
３
日
に
東
京
都
で
関
係
機

関
な
ど
を
回
っ
て
抗
議
し
た

玉
城
デ
ニ
ー
知
事
は
終
了

後
、
記
者
団
の
取
材
に
応
じ

「
米
側
は
、
そ
の
場
（
Ｃ
Ｗ

Ｔ
）
が
抗
議
の
場
に
な
っ
て

は
困
る
と
い
う
印
象
を
持
っ

て
い
る
と
思
う
」
「
さ
ま
ざ

ま
な
人
に
話
を
聞
い
て
み
る

と
、
ど
う
も
米
側
の
腰
が
重

い
と
い
う
よ
う
な
話
が
聞
こ

え
て
く
る
」
な
ど
と
語
っ
て

い
た
。

　
ラ
ッ
プ
氏
は
�
日
に
示
し

た
声
明
で
、
新
た
な
枠
組
み

を
設
け
る
目
的
と
し
て
「
建

設
的
な
意
見
交
換
の
場
」
と

強
調
し
た
。
だ
が
、
日
本
政

府
や
米
軍
は
現
時
点
で
Ｃ
Ｗ

Ｔ
と
の
違
い
や
別
で
設
け
る

理
由
を
明
確
に
説
明
し
て
い

な
い
。
Ｃ
Ｗ
Ｔ
に
つ
い
て
開

催
が
滞
っ
て
き
た
背
景
に
つ

い
て
う
や
む
や
に
す
れ
ば
、

新
た
な
枠
組
み
を
設
け
て
も

再
発
防
止
に
つ
な
が
る
か
ど

う
か
不
透
明
だ
。

　
国
政
野
党
か
ら
は
新
た
な

枠
組
み
の
設
置
に
時
間
を
か

け
る
よ
り
も
「
（
既
存
の
）

Ｃ
Ｗ
Ｔ
で
早
期
に
取
り
組
む

べ
き
だ
」
（
屋
良
朝
博
衆
院

議
員
）
と
の
声
も
上
が
る
。

　
県
関
係
者
の
一
人
は
「
な

ぜ
Ｃ
Ｗ
Ｔ
か
ら
変
え
る
必
要

が
あ
る
の
か
。
立
て
付
け
自

体
が
ど
う
な
る
か
分
か
ら

ず
、
判
断
の
し
よ
う
が
な

い
」
と
疑
問
視
し
た
。

（
知
念
征
尚
、
明
真
南
斗
）

　
【
ロ
ン
ド
ン
共
同
】
木
原

稔
防
衛
相
は
�
日
（
日
本
時

間
同
）
、
英
ロ
ン
ド
ン
で
英

国
の
ヒ
ー
リ
ー
、
イ
タ
リ
ア

の
ク
ロ
セ
ッ
ト
両
国
防
相
と

会
談
し
た
。
英
国
の
労
働
党

政
権
発
足
を
踏
ま
え
、
３
カ

国
で
進
め
る
次
期
戦
闘
機
の

共
同
開
発
の
重
要
性
を
改
め

て
提
起
。
３
氏
は
開
発
管
理

を
担
う
国
際
機
関
「
Ｇ
Ｉ
Ｇ

Ｏ
（
ジ
ャ
イ
ゴ
）
」
を
早
期

に
設
立
し
、
２
０
３
５
年
に

予
定
す
る
初
号
機
の
配
備
へ

向
け
て
引
き
続
き
連
携
す
る

と
確
認
す
る
見
通
し
だ
。

　
次
期
戦
闘
機
を
巡
っ
て

は
、
英
メ
デ
ィ
ア
が
新
政
権

の
防
衛
政
策
見
直
し
対
象
に

な
る
可
能
性
を
報
道
。
一

方
、
ス
タ
ー
マ
ー
首
相
は

「
開
発
は
重
要
で
、
か
な
り

進
ん
で
い
る
」
と
述
べ
た
と

報
じ
ら
れ
た
。

　
【
東
】
東
村
議
会
（
神
谷

牧
夫
議
長
）
は
�
日
、
臨
時

会
を
開
き
昨
年
�
月
に
発
生

し
た
米
兵
少
女
誘
拐
暴
行
事

件
に
対
す
る
抗
議
決
議
と
意

見
書
を
全
会
一
致
で
可
決
し

た
。
抗
議
決
議
の
宛
先
は
駐

日
米
国
大
使
や
在
日
米
軍
司

令
官
な
ど
。
意
見
書
は
首
相

や
外
相
な
ど
。

　
抗
議
決
議
と
意
見
書
で

は
、
２
０
２
３
年
１
月
か
ら

�
年
５
月
末
の
間
に
、
同
事

件
の
ほ
か
に
４
件
の
性
的
暴

行
事
件
が
発
生
し
た
こ
と
に

触
れ
「
再
発
防
止
へ
の
取
り

組
み
や
、
軍
人
へ
の
教
育
の

あ
り
方
等
は
も
は
や
機
能
し

て
い
な
い
」
と
批
判
。
関
係

機
関
へ
の
迅
速
な
情
報
伝
達

や
県
民
へ
の
公
表
が
な
か
っ

た
こ
と
に
も
遺
憾
の
意
を
表

明
し
た
。
被
害
者
へ
の
謝
罪

と
完
全
な
補
償
、
再
発
防
止

策
、
情
報
提
供
の
徹
底
、
日

米
地
位
協
定
見
直
し
な
ど
を

求
め
た
。

（
玉
寄
光
太
）

　
県
は
�
日
、
２
０
２
４
年

度
の
普
通
交
付
税
の
交
付
決

定
額
な
ど
を
発
表
し
た
。
普

通
交
付
税
決
定
額
と
地
方
債

（
臨
時
財
政
対
策
債
）
発
行

可
能
額
を
足
し
た
、
実
質
的

な
交
付
額
は
、
県
分
は
前
年

度
比
０
・
９
％
減
の
２
２
５

９
億
３
０
０
万
円
だ
っ
た
。

　
県
に
よ
る
と
、
県
経
済
が

回
復
し
、
法
人
事
業
税
や
地

方
消
費
税
に
よ
る
税
収
が
増

え
た
こ
と
で
、
補
完
す
る
交

付
税
が
減
少
し
た
。
普
通
交

付
税
は
各
自
治
体
の
財
政
需

要
額
か
ら
収
入
を
差
し
引
い

た
不
足
額
を
国
が
補
う
仕
組

み
。

　
普
通
交
付
税
決
定
額
は
、

県
分
が
前
年
度
比
０
・
３
％

減
の
２
２
４
８
億
８
０
０
万

円
、
市
町
村
分
は
同
１
・
９

％
増
の
１
４
１
１
億
７
９
０

０
万
円
だ
っ
た
。

　
地
方
債
の
発
行
可
能
額
は

県
分
が
前
年
度
比
�
・
６
％

減
の
�
億
９
５
０
０
万
円
、

市
町
村
分
は
同
�
・
８
％
減

の
�
億
９
４
０
０
万
円
だ
っ

た
。

（
石
井
恵
理
菜
）

（２ ）総 合１版２０２４年（令和６年）７ 月２４日 水曜日第３種郵便物認可


